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４.  私たちにできること（自助について） ①                                               

本時のねらい（目標） 

地域のハザードマップで、自分の家や近くの避難所の位置を確認する活動を通して、水害が発生した場合の

自分たちの行動に関心をもつとともに、自分たちの命や生活を守るための活動（自助）ついて、公助・共助と

の関わりを考えながら、どのようなことが出来るかを考える。 

※指導計画の   は、予想される児童の発言（児童に伝えたい発言）を示す。 

流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説（◎は補助教材） 

導入 

(10 分) 

1.台風が発生した時、避難に関する情報

を得る方法、どこに避難するかについ

て話し合う。 

 

（資料１ハザードマップを提示する） 

 

 

 
 

＜学習の課題＞ 

「洪水から命を守るために、わたしたち

に出来ることはなんだろう」 

・ハザードマップ

の見方について

解説し、洪水が

発生した時に、

校区がどのよう

な状況になるか

を考えさせる。 

 

・児童の意見をま

とめ、課題に繋

げる。 

 

 

【資料 1】ハザードマップ 

※市町村のホームページ内の「洪水ハ

ザードマップ」や、 

 ハザードマップポータルサイト 

 https://disaportal.gsi.go.jp/ 

 などで、地域のマップを確認くださ

い。 

 

【参考】 

「ハザードマップについて」 

・ハザードマップには、洪水・土砂災

害・津波など種類があります。 

・ハザードマップに掲載されている浸

水範囲は、浸水想定区域図が公表され

ている河川（法律で決められた河川や

国・県・市が特別に必要と判断した河

川で、浸水する範囲などをシミュレー

ションしたもの）のみを対象としてい

ます。小さな水路などが溢れた場合や

ハザードマップ以外の範囲が浸水す

ることもあります。 

・ハザードマップは複数の浸水想定範

囲を重ね合わせて、最大となる浸水深

を示している場合もあります。 

・浸水想定区域図が更新された後、ハ

ザードマップも更新されますが、その

時期は地域によって異なります。市町

のホームページなどで最新の情報を

確認する必要があります。 

 

展開 

前段 

(25 分) 

2. ハザードマップを使って、家の周り

の危険な箇所について調べる。 

 

※ハザードマップ（可能であれば学区内

を拡大印刷したもの）をグループ毎に

配布する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料を根拠に意

見を話す児童を

価値付ける。 

 

・児童から出た意

見を整理し、板

書にまとめる。 

 

発問： 
川の水があふれて洪水が起こると、
わたしたちの地域はどうなってしま
うでしょうか？ 

・校区の半分くらいが水に浸かって
しまう。 

・川の近くは、特に水深が深く危険
である。 

・水が溢れる前に、安全な場所へ逃
げないといけない。 

・川と反対の方向へ逃げれば良いの
ではないか。 

など 

 発問計画・学習教材 
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流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説（◎は補助教材） 

 

 

※グループワーク 

・学校の場所、自宅、通学路、よく利用

する場所（印をつける） 

・避難先に印をつける 

・水路やマンホールなど、浸水により足

元が見えない場合にあぶない場所や、道

路が低くなっているところ（アンダーパ

スなど）などに、印をつけ、危険な理由

を付箋などで記入 

・避難ルートを線でひく 

 

 
 

 

展開 

中段 

(10 分) 

3.水害が起きそうな大雨が降り続き、避

難指示が発令された状況を想定して、

自分や家族の命を守るための避難の

行動を考える。 

 

（資料 2、3を配布する） 

 

※グループワーク： 

・ハザードマップで、避難先まで安全に

移動するにはいつ、どんな行動を開始

すべきか、タイミングカードの隣に、

キーワードカードを並べながら話合

う。 

・台風が発生してから川が氾濫するまで

の行動について、具体的に何をするの

かをグループで話し合う。 

 

 

 

・自分だけでなく、

家族や周りの人

のために出来る

ことについても

考えるよう助言

する。 

 

・まとめの中で、

川の様子を見に

行ってはいけな

いことを伝え

る。 

 

【資料 2】タイミングカード 

 

 
 

【資料 3】キーワード（ヒント）カー

ド 

 
 

 

授業のポイント 

自助については、可能であれば連続した２時限を使い、ワーク（意見交換）と意見発表を通して、「自分の

命は自ら守る」大切さを児童に伝えたい。なお「自助」のみを授業で実施する場合、「自助」のほか、地域

の人々が助け合う「共助」。公の機関による取り組み「公助」についても言及しておく。 

児童には「自助・共助・公助」の三助について意識付けさせる。 

発問： 
ハザードマップから、どんなことが
分かるでしょうか。考えられること
を発表してください。 

・ハザードマップは、川の水があふ
れた時に、水が浸かる場所を示し
た地図だとわかった。 

・大雨が降った時に、水が浸からな
い安全な場所を知るために使える
こともわかった。 

・実際に避難するには、どのような
行動をしたらよいのか？ 
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４.  私たちにできること（自助について）  ②                                              

本時のねらい（目標） 

地域のハザードマップで、自分の家や近くの避難所の位置を確認する活動を通して、水害が発生した場合の

自分たちの行動に関心をもつとともに、自分たちの命や生活を守るための活動（自助）ついて、公助・共助と

の関わりを考えながら、どのようなことが出来るかを考える。 

※指導計画の   は、予想される児童の発言（児童に伝えたい発言）を示す。 

流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説（◎は補助教材） 

展開 

中段 

(続き) 

(15 分) 

※グループワーク： 

・台風が発生してから川が氾濫するまで

の行動について、具体的に何をするの

かをグループで話し合い、ワークシー

トにまとめる 

（ワークシート：グループで１枚使用す

る場合は大判、個々人で１枚使用する

場合は A4サイズ） 

 ワークシート 

 

展開 

後段 

(25 分) 

 

 
 

 

  

終末 

(5 分) 

4.グループで話し合ったことを全体で

交流し、学習のまとめをする。 

・今回学習したこ

とを、これから

の生活にどのよ

うに活かしたい

か問いかける。 

・児童から出た意

見を整理し、話

し合いの結果を

まとめる。 

 

【事前の準備】 
・危険な場所や避難場所、避難ルー

トを確認しておく。 
・非常時の持ち出し品を準備する。 
・家族との連絡方法を決めておく。 
・水害時に地域の人と協力すること

を考える。 
・学校や地域の避難訓練に参加す
る。 

【情報の確認】 
・気象情報 
・避難情報の発令状況の確認（高齢

者等避難、避難指示） 
・被害や事故の情報 
【避難する】 
・服装や持ち物などの準備をする。 
・近所のお年寄りに声を掛けて、一

緒に避難する。 
・周りの人と協力して行動する。 
・避難所に着いたら、小さい子の遊

び相手になるなど、自分にできる
ことを手伝う。 

など 

発問： 
水害に備えるには、事前に準備する
ことが大切です。自分や家族の命を
守るために、水害に備えてあらかじ
め何をしたらよいでしょう？ 
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流れ 発問計画 指導上のポイント 教材解説（◎は補助教材） 

 
 

学習のまとめ： 
・水害から命を守るためには、事前
の準備が大切だということが分か
った。 

・自分だけでなく、周囲の人と協力
することが大切である。 

・家に帰って、洪水が起こりそうな
ときにどうするか、家族で話し合
おうと思う。 


